
19

研究の背景：私たちは 1 日 8 時間寝るとすると人生の 3 分の 1
を睡眠に費やすことになります。しかしながら、いまだに「な
ぜ眠るのか？」「なぜ夢を見るのか？」「なぜ睡眠にはノンレム
睡眠とレム睡眠が存在するのか？」という根本的な問いに答え
ることはできません。私たちの研究室では、様々な遺伝子改変
マウス（図 1）を用いてこれらの問いに迫る研究を行っています。
特に近年は、夢の神経メカニズムや生理的役割の解明を目指し
ています。
研究方法・内容：一度に多数の神経活動を記録できる大規模細
胞外記録（図 2）や、細胞内イオン・分子濃度変化を記録する
光イメージングを用いて、睡眠覚醒に伴う神経活動などを測定
します。これにより、睡眠覚醒との相関関係を明らかにします。
また、神経活動を光によって制御する光遺伝学的手法も用いて
います。これにより、睡眠覚醒との因果関係を明らかにします。

これまでの成果：レム睡眠に特徴的な脳波である Ponto-geniculo-
occipital（PGO）波という局所フィールド電位があります。
PGO 波はその伝播回路が覚醒時の視覚情報処理回路とよく似て
いることから、1970 年代から夢を作り出しているのではないか
と予想されています（図3）。マウスでのPGO波は私たちのグルー
プが世界で初めて測定に成功し、2020 年に報告しています（図
3）。PGO 波発生・伝播神経回路を明らかにすることで夢の神経
回路を、PGO 波の担う役割を解明することで夢の生理的意義に
迫っていきます。
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図3：PGO 波伝播回路（A）と、マウスで記録された PGO 波（B）

図1：眠るマウス

図2：大規模細胞外記録用のプローブ。1000 個以上の記録電極を搭載している。




